
























けでも毎年度 200 件程度 4）にもなり、日本ヘアカラー工業会のホームページには、消費者庁Twitter・
首相官邸 LINE・政府広報オンラインなどによるヘアカラーへの注意喚起が掲載されている 11）。
一方、ヘアカラーを含む化粧の低年齢化が進んでいる 12）、13）。東京都生活文化局の 2007 年のインター
ネットアンケート調査 14）では、“1,146 名中 47 名（4.1 %）の子どもに毛染めの経験があり、その 8 割
以上が染毛剤を使用していた。年齢は、0 歳児から 4～ 5 歳をピークに、就学前に経験する者が 30 名
























　a. 幼児期以下　　b. 小学低学年　　c. 小学高学年　　d. 中学生　　e. 高校生　　f. 大学生以降
　g. 今まで興味がない
・ヘアカラーやブリーチを初めてしたのはいつの時期か。




　a. 髪型　　b. パーマ　　c. 髪色　　d. その他（自由記述）
・高等学校の校則で髪色や髪型について記載されていたか。「はい・いいえ」
・「はい」と答えた方：どのような内容でしたか。（複数回答可）





年齢 / 歳 人数 N 割合 / %
19 2 5.1 
20 12 30.8 
21 14 35.9 
22 10 25.6 
24 1 2.6 
合計 39 100.0
出身地 人数 N 割合 / %
京都府 15 38.5 
大阪府 10 25.6 
滋賀県 5 12.8 




各 1 各 2.6
合計 39 100.0 
－ 13 －
高等学校家庭科教育における消費生活の視点から見たヘアカラー教育の提案





　a. 3ヶ月未満　　b. 3ヶ月以上　　c. 6か月以上　　d. 1年以上　　e. 3年以上　　f. 5 年以上
・これまでにどのようなヘアカラーをしたことがあるか。（複数回答可）
　a. ヘアカラー　　b. ヘアマニキュア　　c. ブリーチ　　d. カラートリートメント
　e. カラースプレー　　f. ヘアマスカラ　　g. その他（自由記述）　　h. 特になし（未経験）
・ヘアカラーをする場合は、どこで施術するか。（複数回答可）
　a. 理美容室　　b. 自宅、実家　　c. 友達の部屋　　d. その他（自由記述）
・購入したヘアカラー剤を使う場合、添付の使用説明書を読むか。（複数回答可）
　a. 全て読む　　b. 使用方法　　c. 使用上の注意　　d. 成分　　e. 保管上の注意
　f. 取扱い上の注意　　g. 読まない　　h. （ヘアカラー剤を）使わない
・ ヘアカラーやブリーチをする前にセルフテスト（パッチテスト）をしたことはあるか。（複数回答
可）






　a. テレビ　　b. 本　　c. 新聞　　d. インターネット　　e. 学校　　f. 友達　　g. 理美容師




　a. 発疹　　b. かゆみ　　c. 腫れ　　d. 水疱　　e. 痛み　　f. 動悸、息切れ　　g. 発熱







　f. とくに何も知りたくない　　g. 学校で学ぶ必要はない　　h. 自分で調べればよい
　i. その他（自由記述）
・ヘアカラーについて学ぶとしたら、どのような時期がよいと思うか。







30.8 % と最も多くなり、次いで「大学生以降」の 28.2 % となった。早い人では小学生の低学年から興
味を持っていることもわかった。小学生低学年から高校生までの割合を足し合わせると50 %以上を占
めることから、学生の半分は高校生までにヘアカラーやブリーチに興味を持っていたといえる。
また、ヘアカラーやブリーチを初めて施術した時期については、「大学生以降」が 59 % と最も多い
結果となった。中学校や高等学校では頭髪に関する校則があることが多いため、初めての施術は大学
生以降が最も多くなったと考えられる。最も早い人では「小学生低学年」の時期であり、「小学生低学





関する校則の有無とその内容の結果を示す。学生の出身中学校の種別は、公立 64.1 %、私立 34.9 % で
あり、頭髪に関する校則の記載の有無は、94.9 % が「はい」（=あり）と回答した。頭髪に関する校則
の内容は、「髪色」に関するものが最も多く、ほとんどの中学校で髪色の指示があることがわかった。










興味を持ち始めた時期 人数 N 割合 / %
幼児期以下 0 0.0 
小学生低学年 2 5.1 
小学生高学年 2 5.1 
中学生 5 12.8 
高校生 12 30.8 
大学生以降 11 28.2 
今まで興味がない 7 17.9 
合計 39 100.0
初めて施術した時期 人数 N 割合 / %
幼児期以下 0 0.0 
小学生低学年 1 2.6 
小学生高学年 0 0.0 
中学生 0 0.0 
高校生 5 12.8 
大学生以降 23 59.0 





















































教育を受けた経験の有無 人数 N 割合 / %
はい 5 12.8 
いいえ 34 87.2 
合計 39 100.0










生徒の在籍数は、平成 30 年度（2018 年度）時点で小学校に約 59094 人、中学校に約 23051 人、高等学













「3年以上」との回答が最も多く、約 48 % となった。また、「1年以上」から「5年以上」の年単位の期















現在、ヘアカラーしているか 人数 N 割合 / %
はい 23 59.0 
いいえ 16 41.0 
合計 39 100.0
染めている期間 人数 N 割合 / %
3 か月未満 2 8.7 
3 か月以上 1 4.3 
6 か月以上 3 13.0 
1 年以上 5 21.7 
3 年以上 11 47.8 




「セルフテストは知っているが実際にしたことはない」との回答が 64.1 % を占め、「セルフテストを知
らない」との回答と合わせると、約 80 % の学生は施術前にセルフテストをしていないことがわかった。
セルフテストは「皮膚アレルギー試験」のことであり、ヘアカラー剤の場合はオープンパッチテスト
で行なう。方法は、ヘアカラー製品の原液（1剤と 2剤の混合物）を直径 20 mm の円状に単純塗布し、
20 ～ 30 分後に膨疹反応の有無を判定し、その後 48 時間と 72 時間後に判定する 19）。日本ヘアカラー
工業会のホームページでは、少なくとも 30 分後と 48 時間の 2回の判定を実施する必要があると記載
している 20）。
表 9に、ヘアカラー剤による肌トラブルやアレルギーの可能性について知っているか、どのように


































したことがあるか 人数 N 割合 / %
いつも行う 1 2.6 
時々行う 1 2.6 
異常を感じたときに行う 1 2.6 
初めて使うカラー剤の場合に行う 3 7.7 
セルフテストは知っているが実際に
したことはない 25 64.1 
セルフテストを知らない 6 15.4 
無回答 2 5.1 




















人数 N 割合 / %
はい 34 87.2 















その他（自由記述 : なんとなく） 1
表10　ヘアカラー剤による肌トラブルの経験と主な症状
肌トラブルの有無 人数 N 割合 / %
はい 2 5.1 
いいえ 35 89.7 

















ヘアカラーについて学ぶ時期については、「高校生」の回答が 46.2 % と最も多くなり、次いで「中学
















学ぶ機会がある方がよいか 人数 N 割合 / %
はい 22 56.4 
いいえ 17 43.6 
合計 39 100.0
ヘアカラーを学ぶ時期 人数 N 割合 / %
幼児期 0 0.0 
小学生 0 0.0 
中学生 8 20.5 
高校生 18 46.2 
大学生 5 12.8 
無回答 8 20.5 

























１）上甲恭平 , 京都女子大学生活福祉学科紀要 , 4, 11-17（2008）
２）松岡依里子 , 日本家政学会誌 , 62（2）, 101-108（2011）
３）経済産業省 経済産業省生産動態統計、化学工業 化粧品
４）日本ヘアカラー工業（JHCIA）, 統計データ , https://www.jhcia.org/outline/outline_data/（2020 年 3 月 25 日
閲覧）
５）安永秀計 , 繊維学会誌 , 60（11）, 536-539（2004）
６）消費者庁 消費者安全調査委員会 , 消費者安全法第 23条第 1項の規定に基づく事故等原因調査報告書 毛染め
による皮膚障害 , 平成27年10月23日（2015）, https://www.caa.go.jp/policies/council/csic/report/report_008
/pdf/8_houkoku.pdf（2020 年 3 月 25 日閲覧）
７）矢上晶子 , 日本香粧品学会誌 , 42（2）, 104-108（2018）
８）Fukushima, Chizu; Shimoda, Terufumi; Matsuse, Hiroto; Matsuo, Nobuko; Takao, Atsuko; Obase, Yasushi; 
Kohno, Shigeru; Asai Sadahiro, Acta medica Nagasakiensia, 43（1-2）, 58-62（1998）
９）Gude, Dilip; Bansal Dharam Pal; Ambegaonkar, Rahul; Prajapati, Jayaram, Journal of Research in Medical 
Sciences, 17（6）, 584-586（2012）
10）Goez, Noel; Lasserre, Pierre; Bore, Pierre; Kalopissis, Gregoire, International Journal of Cosmetic Science, 10
（2）, 63-73（1988）
11）日本ヘアカラー工業（JHCIA）, トップページ - お知らせ , https://www.jhcia.org/（2020 年 3 月 25 日閲覧）
12）石田かおり , 駒沢女子大学研究紀要 , 13, 27-41, （2006）
13）鈴木公啓 , 慶応技術大学日吉紀要 . 言語・文化・コミュニケーション , 50, 53-69（2018）
14）東京都生活文化局「東京くらしのWEB」, 2007 年 3 月 8 日 ［化粧品・染毛剤］安全性に関する調査 , 子ども向
け化粧品・染毛剤等の安全性に関する調査結果 , 化粧品類の安全性等に関する調査結果［概要］, https://www.
shouhiseikatu.metro.tokyo.jp/anzen/test/documents/kesyouhinn.pdf（2020 年 3 月 25 日閲覧）.
15）朝日新聞DIGITAL, 「黒染め強要で不登校」生まれつき茶髪の女子高生が提訴 , 2017 年 10 月 27 日 , https://
www.asahi.com/articles/ASKBS6D22KBSPTIL024.html（2020 年 3 月 28 日閲覧）
16）文部科学省 総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課 , 外国人児童生徒受入れの手引 改訂版 , p.5, 
2019 年 3 月 , https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/
2019/04/22/1304738_003.pdf（2020 年 3 月 28 日閲覧）
17）後藤知己 , 山城亜梨沙 , 山本夏海 , 熊本大学教育実践研究 増刊号 , 27-34（2018）
18）全国理美容製造者協会 , サロンユーザー調査 2019 年（2018 年調査）, https://www.nba.gr.jp/research/pdf/
data_2018.pdf（2020 年 3 月 27 日閲覧）
19）矢上晶子 , 松永佳世子 , アレルギー , 57（5）, 513-518（2008）
20）日本ヘアカラー工業（JHCIA）, 皮膚アレルギー試験（パッチテスト）の手順 , https://www.jhcia.org/advice/
advice_patch/（2020 年 3 月 25 日閲覧）
21）文部科学省 , 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説 家庭編 , pp.9（平成 30 年 7 月）（2018）
